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南海トラフ巨大地震
何を・どう備える？

私達の時代か、子供、孫の世代には必ず起こる！
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はじめに
地球・日本列島
について



― １ ―

プレート（岩盤）は地殻と上部
マントルを合わせた厚さ１００ｋｍ

（マントル：「覆い」の意で岩石からなる）

（鉄の液体）

（鉄の固体）

（岩石からなる）

地球の内部構造



― ２ ―

地球内部にあるマントルは、場所によ
り温度が異なるために対流していると
考えられています。このマントル対流
は一部マグマになり海嶺の部分で上昇
し、地球外部に出て冷え固まりながら
両側に水平に移動していきます。１年
間に数センチ移動するといわれていま
す。水平に移動する岩石の層をプレー
トといい、大陸のへりにある海溝の部
分で地球の内部にしずみこんでいきま
す。地震や火山活動は、こうしたプ
レートの移動にともなって発生するの
です。

※マントル対流
マントルは固体ですが、強い力を受
けると粘土のようになり流れる
※マグマとは、地球や惑星を構成する
固体が溶融したものです。
※海嶺（かいれい）とは両側に急斜面
を持ち、細長く連なる海底の大山脈
※海溝（かいこう）とは比較的急な斜
面に囲まれた、細長い深海底の凹地で
多くが深さ6000メートル以上。

プレートとその動き

海溝 プレートの運動方向
中央海嶺

マントル対流とプレート

＜地球＞



６０００～５０００万年前 ２３００～１９００万年前 １７００～１５００万年前 ３００万年前 現 在

アジア大陸の一部
であった時代

大陸の東縁が
割れ始めた

日本列島が回転し
て日本海ができた

日本海形成に続き
火山活動の時代

現在の日本
列島の形

ユーラシア
大陸

ユーラシア
大陸

ユーラシア
大陸

ユーラシア
大陸

ユーラシア
大陸

日本列島が誕生し歴史が始まる

― ３ ―

日本列島はこうしてできた！
日本列島は、初めは何もなかったユーラシア大陸の東の海で少しずつ現在の形へと変化して
きました。その背景には、地球の表面をおおう「プレート」のいとなみが関係しています。



南海トラフ巨大地震
（想定される地震）



― ４ ―

「震源域」
とは、岩石
が破壊する
範囲のこと

南海トラフ巨大地震（想定震源域）

※トラフの意味は、海底の細長い凹地で

両側の斜面も緩やかな海底地形の
こと。四国にかけて南方沖合約１００ｋ
ｍ水深４０００ｍ級で延長７００ｋｍ

※南海トラフの巨大地震を起こすと考
えられている想定震源域のプレート
境界で、深さは１０～３０ km



― ５ ―

南海トラフ

駿河トラフ

南海地震 東南海地震 東海地震
Ｍ７．９

Ｍ８．６

Ｍ８．４

Ｍ８．０

死者５．０００人以上

死者２．６８５人

死者１．３３０人
Ｍ７．９

死者１．２５１人

１０２年

１４７年

９０年

１６０５年（慶長地震）

１７０７年（宝永地震）

１８５４年（安政東海・南海地震）

１９４４年（昭和東南海地震）
１９４６年（昭和南海地震）

２０××年（令和地震）？？？

３２時間

２年 空白域
１６０年以上

南海地震
想定震源域

東南海地震
想定震源域

東海地震
想定震源域

日向灘

南海トラフ巨大地震（過去の発生状況）



― ６ ―

４つのプレートの境界にある国。
つまり、わたしたちはプレートが
ぶつかり合う交差点にいるのです。

トラフ 海溝

南海トラフ巨大地震（おさらい）



― ６－１ ―

南海トラフ巨大地震（おさらい）

海溝型地震発生の仕組み

❶フィリピン海プレートが陸の
下へ沈み込みます。

南海トラフ 歪みの蓄積

ユーラシア
プレート
（大陸）

フィリピン海
プレート

フィリピン海
プレート

➋陸のプレートの先端部が
ひきずり込まれ、ひずみが
蓄積します。

引きずり込む

フィリピン海
プレート

津波の発生

はね上がり

❸ひずみが限界に達し、陸
のプレートの先端部がは
ね上がって海溝型地震が
発生します。



― ７ ―

■地震の規模：Ｍ８～Ｍ９クラス
■発生確率：３０年以内に、７０％～８０％
■平均発生間隔：８８．２年
■想定最大震度

震度階級
７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

南海トラフ巨大地震（想定最大震度）

愛知県震度６弱～７



南海トラフ巨大地震（想定最大津波高）

― ８ ―



― ９ ―

南海トラフ巨大地震（想定液状化）

濃尾平野は木曽川の三角州（すう：デルタ）
として河川による堆積作用によって形成され
た地形である。
濃尾平野の地下は小石・砂・沈泥（ちんで
い）などの堆積物で構成され多量の地下水を
含む非常に軟弱な地盤である。



― １０ ―

南海トラフ巨大地震（おさらい）

１．地盤の成り立ち
地盤は砂などの粒がお互いにくっついて、その

間に水がある状態です。一般に、地盤は土、砂

水、空気などで構成されており、通常は均衡を

保っています。

２．地盤が地震で揺さぶられると
地盤が地震により激しい震動が加えられると、

砂粒子のかみ合わせが徐々にはずれていき、ぐ

らぐらとした緩んだ状態になります。

３．液状化現象
バラバラになった砂の粒が沈澱し、地面の裂け

目から砂まじりの水が噴き出すことがあります。

液状化現象により、建物などの重量物は支持力

不足で傾き、土管やマンホールなど地中に埋め

てある軽量物は浮力がついて地面に浮き上がっ

てきます。

液状化が起きる仕組み



― １１ ―

地震規模

震源域面積

死者・不明

■地震規模の比較（Ｍ＝マグニチュード）

南海トラフ
現在

南海トラフ
2003年想定

東北大震災
２０１１年３月１１日

スマトラ地震
２００４年１２月２６日

関東大震災
１９２３年９月１日

阪神大震災
１９９５年１月１７日

M9.1 M8.8 M9.0 M9.1 M7.9 M6.9M7.3

南海トラフ巨大地震（おさらい）

◎マグニチュードＭ が１大きくなるとエネルギーは約３２倍

◎マグニチュードＭ が２大きくなるとエネルギーは約１０００倍

◎マグニチュードとは、地震そのものの規模を示す値です

※エネルギーの大きさの公式



― １２ ―

■被害想定（全国） ■こんなことが起きる（全国）

死者数 浸水面積 避難者

※避難者の数字（１週間後）

断水人口

全壊建物 経済被害 道路鉄道被害 停電軒数

死者数

南海トラフ巨大地震（最大被害想定）
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南海トラフ巨大地震（想定される物資の流通）

０

２０

４０

６０

８０

１００
（％）

59
％
減

43
％
減

67
％
減

55
％
減

発
生
～
一
ヶ
月
後

一
ヶ
月
～
半
年
後

関東－東海 関東－近畿 東海－近畿 東北－九州

２～３週間は
店頭に物がない

発災翌日には、約２１０万～４３０万人が避難所へ避難し、３日後以降は、在宅者が食料等の
不足や断水等により避難所へ移動し始め、避難所の避難者数が増加し、支援物資の不足・滞留
や生活環境が悪化する。
出来る限り、自宅で自給自足の生活をそれには２～３週間の食料等の準備をして置く！



― １４ ―

南海トラフ巨大地震（臨時情報）

南海トラフ「前兆現象」で避難、震源域に促す

半割れケース

一部割れケース

Ｍ８以上の地震が片側で発生し
もう片側での連動を懸念

連動が心配

南海トラフ東側で大規模
地震（Ｍ８以上）が発生

前震の可能性がある
Ｍ７以上の地震が発生

大地震の前兆か

南海トラフで地震
(Ｍ７以上）が発生

報告書案に基づく、
住民避難開始までの流れ

南海トラフで前兆現象発生

約
５
分

後

最
短
２
時
間
後

政
府
の
呼

び
か
け
後

※前兆現象の三つ目のパターンは、「ゆっくりすべり」で観測事例はない

自治体による避難情報発令

臨
時
情
報
で
想
定
す
る
前
兆
と
な
り
得
る
主
な
現
象

２回目の臨時情報
巨大地震が起きる可能性が高まって
いる場合、「半割れ」など３パター
ンで発表

政府が避難開始を呼びかけ

「１週間程度、対象者は避難を」

最初の臨時情報
続発地震につながるか調査を始めた
ことを発表

https://www.yomiuri.co.jp/photo/20181211/20181211-OYT1I50018-L.jpg
https://www.yomiuri.co.jp/photo/20181211/20181211-OYT1I50019-L.jpg


一宮市の被災
状況



震度

７
６強

６弱

５強
５弱
４
３以下

名
鉄
名
古
屋
本
線

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線

●尾西庁舎

木曽川庁舎●

●一宮市役所

―  １５ ―

一宮市震度分布



―  １６ ―

－２３－

液状化判定

可能性が極めて高い
可能性が高い

可能性が低い
可能性が極めて低い

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線

名
鉄
名
古
屋
本
線

●尾西庁舎 ●一宮市役所

木曽川庁舎●

一宮市液状化分布
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一宮市被害想定

午前５時 約２７万

現況データ

項目１ 項目２ 項目３ 旧一宮市 尾西市 木曽川町

人口（人）

建 物

地 震 動

液 状 化

建 物

約５万８千 約３万１千

建物棟数 約１１万 約２万５千 約１万３千

震度面積率 （％）

５弱以下

５強

６弱

６強

７

液状化危険度
面積率 （％）

極めて低い

低い

高い

極めて高い

建物被害（棟）

火災（午後６時）

０ ０ ０

４３ １ ９

５７ ９６ ９１

０ ３ ０

０ ０ ０

１９ ０ ０

２５ ３ ２８

１６ ２８ ２２

３９ ７０ ５０

約３,４００ 約３,５００ 約７６０

約１１,０００ 約５,７００ 約２,１００

約５０ 約４０ 約１０

約３,７００ 約６８０

全壊棟数

半壊棟数

出火件数

焼失棟数

項目１ 項目２ 項目３ 旧一宮市 尾西市 木曽川町

ライフライン

人的被害

社会機能
支障

ライフライン
機能支障

冬午前５時

避難所生活者数
１日後 （人）

約７,４００ 約３,０００

約８,４００ 約２,８００

約４０ 約８０ 約１０

約２,２００ 約１,５００ 約４２０

上水道（人）

都市ガス（戸）

ＬＰガス（戸）

電力（軒）

電話（件）

下水道（人）

死者数（人）

負傷者数（人）

自宅建物被害

合計

一宮市ホームページ（平成28年1月7日）

ライフライン支障

約２,１００

約８６,０００ 約１８,０００ 約１０,０００

約４７,０００

約１,０００

約８,０００ 約７,９００ 約１,７００

約１,３００

約１７３,０００

約４４,０００ 約９,５００ 約４,８００

約５１,０００ 約１７,０００ 約６,５００

約１２,０００ 約４,９００

約２６,０００ 約６,４００ 約３,３００



過去の大震災から学び、
二度と後悔しない！



― １８ ―

発生：１９９５年１月１７日

自力で脱出
３４．９％

家族
３１．９％

友人・隣人
２８．１％

通行人２．６％

●多くの家が一瞬にして倒壊し、１５万人
が生き埋めになった。

●自力で脱出したり、家族、友人、隣人等
によって救助された割合は約９割を超え
ている調査もある。

●自分の町と隣人を自分たちを守るために
も、自主防災組織を充実させる必要があ
る。

救助隊１．７％
その他０．９％

過去の大震災から学び、二度と後悔しない！

■阪神淡路大震災（発生：１９９５年１月１７日）

※倒壊建物からの人命救助

あなたの住んでいる、

町内会の自主防災組織は

活動していますか！



― １９ ―

過去の大震災から学び、二度と後悔しない！

※震災の死亡原因

阪神・淡路大震災で亡くなった人の原因は、「圧死」の方が大部分で（約３／４）を占め

ており、「焼死」の方も約１割であった。

阪神・淡路
大震災の
死亡原因

窒息・圧死
７７％

焼死・熱傷
９％

その他
１４％

資機材がない
と救出困難！



― ２０ ―

過去の大震災から学び、二度と後悔しない！

※早く助けるほど高い生存率
被災地内の市民による救出活動が重要な役割を果たした。しかし、救助のための資機材が

不足していたため作業がはかどらず、今後、救出の資機材を整備・保管する課題をどのよ

うに解決するかが問題である。

地震発生日の
救出が生存率
を高める！

救出人数

うち生存者

生存率

＜生存者の割合の推移（１月１７日～２１日の５日間）＞

７４．９％

６９２

８０６



― ２１ ―

過去の大震災から学び、二度と後悔しない！

●震災直後の初期段階で混乱を招いた最大の原因は、

どの市にも備蓄がなく、個人レベルでも備蓄がな
かったことである。

●大規模な都市型災害において食料と水の備蓄がい

かに大切であるかを教えられた。
●阪神大震災後約２年半経過時点における１００世

帯を調査した､食料は６８％、水は７３％の世帯

が備蓄していた。

水 ８１％ガス ３３％

電気 ６％

食べ物関係 １０％

※震災時に生活で一番困ったことは



― ２２ ―

過去の大震災から学び、二度と後悔しない！

死者数

負傷者数

住宅被害（全壊）

焼損棟数（全焼）

６，４３４人

４３，７９２人

１０４，９０６棟

５３４，７８０棟

７，０３６棟

５３８棟

住宅被害（半壊）

焼損棟数（半焼）

電気 ガス 下水道 電話

停電
２６０万戸

供給停止
８６万戸

被災施設
１６４Ｋｍ

故障
１０万回線

復旧６日 復旧８４日 復旧９３日 復旧１４日

※被害状況

※ライフラインの被害・復旧状況

水道

断水
５０万戸

復旧９０日



発生：１９９５年１月１７日

５６２８人

５３２０人

４０６１人

３６４６人

２５６９人

２２３４人

２０４５人

３１９人

１２５人

１２５人

食料の調達

断水

停電

交通機関のマヒ

寒さ対策

災害情報の入手

ガスが止まった

家族の安否確認

特になし

逃げられなかった

火災

６１４８人

何でいつも！

過去の大震災から学び、二度と後悔しない！

■東北大震災（発生：２０１１年３月１１日）

※震災時に生活で一番困ったことは

― ２３ ―



※備えておかなければいけないと思うこと

近所との連携

非常食の準備

家族の連絡手段

避難所の確認

歩ける靴の準備

ＳＮＳサイト活用

地図の把握

その他

８１３２人

４８１１人

２６５８人

２４２０人

１０９１人

５７９人

３１７人

１９４２人

どうしよう！

過去の大震災から学び、二度と後悔しない！

― ２４ ―



過去の大震災から学び、二度と後悔しない！

※地震後一週間くらい、生活に困ったこと

■熊本地震（発生：２０１６年４月１４日）

0 100 200 300 400 500 600 700

睡眠

移動

食事

その他

水

電気

ガス

トイレ

６０６人

１３６人

１０８人

３３７人

２５０人

４３人

１９９人

５２人

過去の反省が
いかされず！

― ２５ ―



※難病患者やその家族として気がついたこと

◎缶入りのパンやクラッカーをもらったけど食べられない。
◎息子も同じ病気で食事制限中であったため、食事の確保が大変だった。
◎食べ物・水の予備を持っておく必要があると感じました。
◎水が一番大事だなぁとつくづく思った。

お

薬

◎薬が切れる事が怖かった。
◎病院の再開がいつなのかわからず、薬が切れることに不安があった。
◎飲み続けなければならない薬を取りに行けるのかすごく不安だった。
◎お薬手帳の存在が大きいことがわかりました。
◎薬だけは何としてでも持って逃げないといけないと思いました。

病
気
の
理
解

◎私は、他者からは健常であると取られるため、体調不良時の理解を得る
のが難しかった。

◎目に見える障がいではないので、周りの人から健康とみられてしまい力
仕事などを求められてしまう。

◎見た目ではわからないため、体調が悪くても言えない。

食
事
・水

― ２６ ―

過去の大震災から学び、二度と後悔しない！



自助について



自助について

― ２７ ―

■防災の基本は、「自助」です。

■自分の命は自分で守る、自分のことは自分で助ける・なんとかする、
ということです。

■そのためには、事前の備えが必要です。
緊急避難グッズや非常食を準備したり、家具の転倒防止対策をした
り、住宅の耐震補強したりといろいろなことができます。

■自助が防災の基本と言われるのは、まずは自分を守ることにより、
家族や友人・隣人を助けにいくことができる、つまり次に述べる
「共助」のベースになるからです。

■「救助される人」でなく、「救助する人」になること。

■それが自助の取り組みの大事なポイントです。



自助について

― ２８ ―

皆さん！

２～３週間の自給自足の準備していますか

特別な時間をもうけてするのでなく

日々の生活からほんの少し気にかけて

自分の家族のために

ほんの少し汗かきませんか！



我家の災害用物品の紹介

― ２９ ―

※おかず ８６缶（さんま・さば・にしん・いわし・まぐろ・かつお・やきとり・赤貝 等）
※くだもの１４缶（パイナップル・みかん 等）
※野菜ジュース２７缶
※インスタント汁８缶

■ 缶詰の備蓄（１４７缶）

我家は夫婦二人で２～３週間の自給自足が出来る準備をしています。

食料品等の費用は約４万～５万円（地道に購入する）



我家の災害用物品の紹介

■ ご飯類の備蓄（６７食）

― ３０ ―



我家の災害用物品の紹介

― ３１ ―

■ ラーメン類の備蓄（１４食）



我家の災害用物品の紹介

― ３２ ―

■ レトルト類の備蓄（６４食）



我家の災害用物品の紹介

■ 玄米の備蓄（２０ｋｇ）

― ３３ ―



我家の災害用物品の紹介

― ３４ ―

■ 飲料水の備蓄（１８０リットル）

賞味期限切れは生
活用水として活用

※水の備蓄は1人１日３リットル



我家の災害用物品の紹介

― ３５ ―

■ 生活用水の備蓄（１９０リットル）

賞味期限切れは生
活用水として活用

※ペットボトルは基本的に水は腐らない、
ただ、水に臭いがつくので飲まない



我家の災害用物品の紹介

― ３６ ―

■ カセットボンベ一式

賞味期限切れは生
活用水として活用

※ボンベ１本の使用時間は約１時間
※使用期限は約７年を目途に保管

※コンロ２台、簡易ガスストーブ、ボンベ６６本



我家の災害用物品の紹介

― ３７ ―

■ 防音型インバータ発電機の準備

型式：ヤマハＥＦ９００発電機
燃料：カセットボンベ
電圧：１００Ｖ（交流）
電流：８．５Ａ（交流）
周波数：６０ＨＺ（切替え）

これだけが
少し高い！

※ボンベ２本で使用時間は約１時間
※オイル１本で使用時間約２．５時間



我家の災害用物品の紹介

― ３８ ―

■ テント・ブルーシート・寝袋の準備
型式：ヤマハＥＦ９００発電機
燃料：カセットボンベ
電圧：１００Ｖ（交流）
電流：８．５Ａ（交流）
周波数：６０ＨＺ（切替え）

これだけが
少し高い！



我家の災害用物品の紹介

― ３９ ―

これだけが
少し高い！

１パック５袋

■ 簡易トイレの準備

簡易トイレ２セット(男・女）
トイレ袋１５パック（７５袋） 最重要！

トイレは１日
一人約５回使用



我家の災害用物品の紹介

― ４０ ―

これだけが
少し高い！

１パック５袋

■ 生活用品の備蓄

最重要！
約５回使用／日

◎箸１００人分
◎器８５人分
◎傷テープ２箱
◎カイロ９０個
◎風邪薬１箱
◎腹痛薬１箱
◎頭痛薬１箱
◎うがい薬２瓶
◎傷薬１個
◎減菌ガーゼ１箱）
◎ハンドソープ１個
◎除菌２個（２２０枚）
◎軍手
◎タンク（１０ℓ・２個）
◎ＬＥＤ６個、懐中電灯３個
◎体拭き５袋（１５０枚）
◎おしりふき２袋（１２０枚）
◎ラップ１個
◎乾電池

単１：３０個、単２：１２個
単３：２６個、単４：１４個

◎缶切り１個
◎ロープ１本（３ｍ）
◎電源コード１本（１０ｍ）

◎ゴミ袋（５０袋）
◎テープ１個（２５ｍ）
◎トイレットペーパー３袋
◎テッシュペーパ５箱
◎マスク（１００枚）



我家の災害用物品の紹介

■ 地震保安灯の備え ■家具類の転倒防止

＜実施場所＞
◎タンス ◎冷蔵庫 ◎テレビ ◎パソコン

＜特徴＞
◎コンセントにさす ◎停電で点灯
◎震度４で点灯 ◎乾電池は２年
◎ＬＥＤライト ◎１台約３０００円

― ４１ ―



共助について



共助について

― ４２ ―

家族は勿論、近くに住む友人、よく立ち話する隣のおばあちゃん、近所

のクリーニング屋の親しい店員さん、などなど、彼ら彼女らに万が一の

ことがあればあなたは悲しい思いをするはずです、助けたかったと思う

はずです。

「共助」とは、自分や小さな共助である家族だけでなく、町内会や自治

会などの小さな地域コミュニティ単位で、防災としての助け合い体制を

構築する、また災害発生時に実際に助け合うことを言います。



共助について

― ４３ ―

皆さん！

町内会の自主防災組織が活動していますか。

自主防災マニュアルが出来ていますか。

防災資器材は準備してありますか。

いざと言う時に何もできませんよ！

到底、避難所運営などは出来ませんよ！



共助について

― ４４ ―

■自主防災会組織の活動・取組みの流れ

◎自主防災組織の必要性を盛り込む
◎組織の編成
◎南海トラフ巨大地震を想定した資料作成
◎各地域の被災状況を盛り込む
◎家族２週間分以上の非常食準備を盛込む

自 主 防 災 会 組 織

◎各町内会で購入
◎家の倒壊からの救助に欠かせない
◎６００世帯で予算は約１５０万円
◎町を自分たちの力で守るには絶対に必要

住民の力を結集
被害を最小限に！

自主防災マニュアル作成

防災資機材の購入・整備

➀



共助について

― ４５ ―

◎イベント的な訓練をしない
◎訓練こそが自分たちの町を守る
◎防災資機材の活用方法を習得
◎消火器訓練は不可欠

◎避難所の利用方法を盛り込む
◎倒壊・自炊ができない人の場所
◎避難者も運営に参入する
◎女性の意見を反映させる

◎避難所で実際に運営訓練を行う
◎ほとんどの人は未経験な場所
◎組織的に何もできていない
◎防災倉庫の備蓄がわからない

◎南海トラフ巨大地震を想定し作成
・断水・停電・ガス不可・電話不通
・消防、自衛隊の支援なし

◎地域に合った訓練資料の作成
➀

防災訓練実施要領作成

➀

防 災 訓 練 の 実 施

避難所運営訓練の実施

避難所運営アニュアル作成



共助について

― ４６ ―

■自主防災会組織の強化

いざと言う時に住民の力を一つにして、大災害にいどみませんか。

住民の力を一つにするには、自主防災マニュアルを作成し訓練が重要です。

町内会の皆さん、一緒に自主防災マニュアルを作成しませんか。

■まだ間に合います、今が重要な時です

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 日 本 防 災 士 会

愛知県支部・防災ａｄｖ近 藤 斎
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 日 本 防 災 士 会

愛知県支部・防災ａｄｖ近 藤 斎

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 日 本 防 災 士 会

愛知県支部・防災ａｄｖ近 藤 斎



終わり

ありがとうございました！
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